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学会での実績

年 演者、著者 題目 備考

2003 石田　哲也 当科における炎症性腸疾患患者の血清セレン値の検討

石田　哲也 当科における潰瘍性大腸炎患者に対する注腸療法の現況

2004

当科で経験したサイトメガロウィルス腸炎合併潰瘍性大腸炎の２例

リザーバー動注注射法が有効であった多発性肝膿瘍の１例

石田哲也

2006 ミゾリビンを投与した炎症性腸疾患症例８例の経験例

潰瘍性大腸炎に対する白血球除去療法の治療反応性予測に関する検討

2008

第４５回　日本消化
器病学会大会、平成
１５年１０月１７
日、大阪

第８２回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第７６回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成１
５年１１月２１日、
長崎

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

レミケードにより頻回の下血がコントロールし得たクロ-ン病の１例 第８３回　日本消化
器病学会九州支部例
会　平成１６年６月
１１日、久留米

神宮　則彦、石田　
哲也、福地　聡士、
江藤　寛之、、若杉
　健三、清家正隆、
佐田　通夫

著明な脾腎シャントが出血源と思われる腹腔内出血を来したＢ型肝硬変の
１例

第８３回　日本消化
器病学会九州支部例
会　平成１６年６月
１１日、久留米

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

第８４回　日本消化
器病学会九州支部例
会　平成１６年１２
月３日、福岡

秦　順子、安藤　久
恵、石田　哲也、江
藤　寛之、神宮　則
彦、福澤　謙吾、増
田　崇、若杉　健三

第８４回　日本消化
器病学会九州支部例
会　平成１６年１２
月３日、福岡

実験腸炎におけるCD14の働き 第１回日本炎症性腸
疾患研究会　学術集
会　平成１６年１２
月４日、東京

石田　哲也、新関　
修、江藤　寛之、井
上　恵、神宮　則
彦、

第９２回　日本消化
器病学会総会　平成
１８年４月２１日、
北九州

石田　哲也、神宮　
則彦、新関　修、江
藤　寛之、井上　恵

レミケード投与により吻合部潰瘍が改善した
腸管ベーチェット病の一例

第７１回　日本消化
器内視鏡学会総会　
平成１８年５月１５
日、東京

石田　哲也、神宮　
則彦、新関　修、江
藤　寛之、井上　
恵、清家　正隆

経口的にタクロリムスを投与したが血中濃度が充分上昇しなかった難治性
潰瘍性大腸炎の１例

第８７回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８１回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成１
８年６月４日、佐賀

石田　哲也、光武　
徹、神宮　則彦、新
関　修、江藤　寛
之、井上　恵、

第２６回　日本ア
フェレーシス学会、
平成１８年７月２８
日、大津

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお
り

カプセル内視鏡で確定診断を試みたが停留し手術で回収した原因不明の貧
血の1症例

第75回　日本消化器
内視鏡学会総会　平
成２０年５月２５
日、横浜
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当科におけるクローン病患者に対する術後レミケード早期投与療法の現況

2009

狭窄を伴ったメッケル憩室の１例、

高橋　健、石田　哲
也、一木　康則、新
関　修、永松　秀
康、杉　さおり

難知性下痢で発症し術前に診断困難であった腸管型T細胞リンパ腫の1例 第９１回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８５回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
０年６月１３日、福
岡

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお
り

第16回　日本消化器
関連学会週間、平成
20年10月1日、東京

今田　千春、石田　
哲也、一木　康則、
新関　修、永松　秀
康、杉　さおり

吐血を契機に発見された消化管悪性リンパ腫の1例 第９２回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８６回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
０年１１月２１日、
大分

永松　秀康、石田　
哲也、一木　康則、
新関　修、杉　さお
り

TS-1単独療法が奏功し、QOLの改善が得られた切除不能膵癌の1例 第９２回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８６回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
０年１１月２２日、
大分

一木　康則、永松　
秀康、石田　哲也、
新関　修、杉　さお
り

核酸アナログ投与中に妊娠・出産したB型慢性肝炎の1例 第９２回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８６回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
０年１１月２２日、
大分

杉　さおり、一木　
康則、　永松　秀
康、石田　哲也、新
関　修、

難治性出血性放射線性腸炎に対し、内視鏡的ホルマリン散布療法が奏功し
た3例

第９２回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８６回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
０年１１月２２日、
大分

高橋　健、石田　哲
也、一木　康則、新
関　修、永松　秀
康、杉　さおり

度重なる手術のため盲管症候群をきたした1症例、 第95回　日本消化器
病学会総会、平成21
年5月7日、札幌

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお
り

DBEで経過を観察したHenoch-Schoenlein　紫斑病の1例、第９３回　日本
消化器病学会九州支部例会、第８７回　日本消化器内視鏡学会九州支部例
会、平成２１年６月２０日、福岡

第９３回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８７回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
１年６月２０日、福
岡

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお

当科でタクロリムスを投与した潰瘍性大腸炎患者の検討、JDDW 2009　平
成21年10月15日、京都

JDDW 2009　平成21
年10月15日、京都

Tetsuya Ishida,
Hideyasu
Nagamatsu, Tetsuya
Ueo, Ken Takahashi,
Kaori Sugi, Tamotsu,
Mukai

A case report: successful treatment with Infiximab for intestinal
Bechet’s disease.  

The 4th Korea-Japan
inflammatory bowel
disease symposium.
January 23, 2010.
Tokyo 

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお
り、川野雄一郎、木

第6回日本消化管学
会総会、平成22年２
月19日、福岡
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炎症性腸疾患症例に対するタクロリムス投与の当科での経験、

クローン病に対する当科のインフリキシマブトップダウン療法の成績、

2011 当科におけるアサコール使用経験

2012

クローン病に対する当科のインフリキシマブ早期導入療法の成績

ループス腸炎を疑った１例

2013 当科でインフリキシマブを投与した潰瘍性大腸炎患者の中長期治療成績

石田哲也 クローン病におけるインフリキシマブ増量のタイミング

石田　哲也、一木康
則、上尾哲也、永松
秀康、杉さおり

第94回　日本消化器
病学会九州支部例
会、第88回　日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成21年
11月28日、熊本

石田　哲也、一木康
則、上尾哲也、永松
秀康、高橋　健、杉
さおり

第6回日本消化管学
会総会、平成22年２
月19日、福岡

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田竜一

第7回　日本消化管
病学会総会、平成23
年2月18日、京都

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田竜一

当科における手術後に抗TNF-�抗体を投与したクローン病患者の経過 第97回　日本消化器
病学会総会、平成23
年5月11日、東京

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田竜一

IFXが著効した腸管ベーチェット病の1例 第81回 日本消化器
内視鏡学会、平成23
年8月19日、名古屋

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田竜一

抗TNF療法施行中のクローン病患者に発症したde novo B型肝炎と思われ
た１症例

第8回　日本消化管
病学会総会、平成24
年2月11日、仙台

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田　竜
一、都甲　和美、柳

第98回　日本消化器
病学会総会、平成24
年4月21日、東京

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田　竜
一、都甲　和美、柳

炎症性腸疾患に対して免疫調節療法施行患者におけるB型肝炎ウィルス再
活性化の当科での検討

JDDW 2012　平成
24年10月11日、東
京

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田　竜
一、都甲　和美、柳

第48回日本赤十字社
医学会総会、平成24
年10月18日、高松

石田哲也、瀬尾　充
　（司会）

専修医発表「腸炎2」 第94回 日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成24年11
月2日、鹿児島

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田竜一、占部　正
喜、都甲　和美、柳

第9回　日本消化管
病学会総会、平成25
年1月26日、東京

第85回 日本消化器
内視鏡学会総会、平
成25年5月12日、京
都

石田　哲也、矢野　
豊　（司会）

専修医発表「炎症性腸疾患1」 第101回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第95回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成25年
6月21日、北九州

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田竜一、占部　正
喜、都甲　和美、柳
井優香

重症・劇症型潰瘍性大腸炎に対するインフリキシマブ・タクロリムスの治
療成績

JDDW 2013　第55
回　日本消化器病学
会大会、 平成25年
10月10日、東京
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2014

摂食・嚥下障害患者の改善要因の検討

実地臨床における粘膜治癒の判定

潰瘍性大腸炎に対するＬＣＡＰの臨床効果

石田　哲也（座長）

石田　哲也（座長）

当院におけるＧＭＡ治療成績；活用法

2015 石田　哲也 カプセル内視鏡の現状と将来展望

石田　哲也、野崎　
良一（司会）

研修医発表｢大腸1」 第102回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第96回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成25年
11月8日、宮崎

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田竜一、占部　正
喜、都甲　和美、柳

抗TNF-�抗体によるクローン病治療の長期成績 第10回　日本消化管
病学会総会、平成26
年2月14日、福島

森山直美　石田哲也
　　北英士

第29回　日本静脈経
腸栄養学会　平成26
年2月28日、横浜

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田竜一、都甲　和
美、柳井優香、村上
和成

長期に抗ＴＮＦ－�抗体製剤が有効なクローン病患者の特徴 第100回　日本消化
器病学会総会、 平
成26年4月25日、東
京

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田竜一、都甲　和
美、柳井優香、村上
和成

第87回 日本消化器
内視鏡学会総会、平
成26年5月15日、福
岡

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田竜一、都甲　和
美、柳井優香、村上
和成

第103回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第97回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成26年
7月5日、福岡

石田哲也　永松　秀
康、上尾　哲也、成
田竜一、都甲　和
美、柳井優香、福田
昌英

潰瘍性大腸炎の治療中に発症したDIHSの1例 第50回　日本赤十字
社医学会総会　平成
26年10月17日、熊
本

石田　哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、都甲和美、柳
井優香、村上和成

IL-17受容体はクローン病患者におけるインフリキシマブ長期治療効果に
関与する

JDDW 2014　第56
回　日本消化器病学
会大会、 平成26年
10月23日、神戸

消化器 4 第307回　日本内科
学会九州地方会　別
府

一般演題「IBD 2」 第104回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第98回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成26年
12月5日、大分

石田　哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、都甲和美、柳
井優香、村上和成

潰瘍性大腸炎の治療中に発症したdrug induced hypersensitivity syndrome 第104回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第98回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成26年
12月6日、大分

石田哲也　永松　秀
康、上尾　哲也、成
田竜一、都甲　和
美、柳井優香、福田
昌英、村上和成

第104回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第98回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成26年
12月6日、大分

第67回済生会学会　
平成27年2月15日、
福岡
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石田　哲也（座長）

石田　哲也（座長）

石田　哲也

石田　哲也（座長）

当院における栄養療法のとりくみ

2016

石田　哲也、 カプセル内視鏡の現状と将来展望

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、都甲和美、柳
井優香、村上和成

腸管術後に抗ＴＮＦ－�抗体を投与したクローン病自験例の長期経過 第11回　日本消化管
病学会総会、平成27
年2月13日、東京

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、和田蔵人、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香、

抗ＴＮＦ－�抗体投与により狭窄したクローン病奨励の特徴 第89回 日本消化器
内視鏡学会総会、平
成2７年5月30日、
名古屋

専修医発表「小腸 2」 第105回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第99回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成27年
6月19日、長崎

石田　哲也（ワーク
ショップコメンテー
ター）

ワークショップ3 「炎症性腸疾患における内視鏡検査・治療の有用性」 第100回 日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成27年12
月4日、福岡

一般演題　「大腸 1」 第106回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第100回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成27年
12月5日、福岡

新剤形が生み出すIBD治療の新たな可能性 第100回 日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成27年12
月4日、福岡

イーブニングセミナー2　ステロイド難治性潰瘍性大腸炎における長期寛
解維持を目指した最適な治療

第106回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第100回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成27年
12月4日、福岡

森山直美　北英士 、
石田哲也　

第51回　日本赤十字
社医学会総会　平成
27年10月17日、北
見

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、和田蔵人、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香、

抗ＴＮＦ－�抗体を工夫して投与している腸管ベーチェットの1症例 第91回 日本消化器
内視鏡学会総会、平
成28年5月12日、東
京

Tetsuya Ishida, Ueo
Tetsuya, Mitsuteru
Motomura, Ryoichi
Narita, Kurato
Wada, Hideo
Honda, Syotaro
Inoue, Kazumi Togo,
Yuka Yanai,
Kazunari Murakami

Comparison of efcacy between TNF-α and tacrorimus for refractory
UC patients

ECCO 2016,
2016/3/18,
Amsterdam

Tetsuya Ishida, Ueo
Tetsuya, Mitsuteru
Motomura, Ryoichi
Narita, Kurato
Wada, Hideo
Honda, Syotaro
Inoue, Kazumi Togo,
Yuka Yanai,
Kazunari Murakami

TNF-α is more efective than tacrorimus for treatment of refractory
UC patients

DDW 2016,
2016/5/23, San
Diego

第67回済生会学会　
平成27年2月15日、
福岡



学会

ページ 6

石田　哲也（座長）

石田　哲也（座長）

石田　哲也（座長） ＩＢＤ治療①Ｂｉｏｌｏｇｉｃｓ

石田　哲也（座長）

石田　哲也

石田　哲也（座長）

当院における栄養療法のとりくみ

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、都甲和美、柳
井優香、村上和成

腸管術後に抗ＴＮＦ－�抗体を投与したクローン病自験例の長期経過 第11回　日本消化管
病学会総会、平成27
年2月13日、東京第
29回　日本静脈経腸
栄養学会　平成26年
2月28日、横浜

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、和田蔵人、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香、

抗ＴＮＦ－�抗体投与により狭窄したクローン病奨励の特徴 第89回 日本消化器
内視鏡学会総会、平
成2７年5月30日、
名古屋

研修医発表：大腸 1 第107回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第101回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成28年
6月4日、佐賀

専修医発表「小腸 2」 第105回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第99回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成27年
6月19日、長崎

第7回　日本炎症性
腸疾患学会学術集会
　平成28年7月10日
京都

石田　哲也（ワーク
ショップコメンテー
ター）

ワークショップ3 「炎症性腸疾患における内視鏡検査・治療の有用性」 第100回 日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成27年12
月4日、福岡

一般演題　「大腸 1」 第106回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第100回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成27年
12月5日、福岡

新剤形が生み出すIBD治療の新たな可能性 第100回 日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成27年12
月4日、福岡

イーブニングセミナー2　ステロイド難治性潰瘍性大腸炎における長期寛
解維持を目指した最適な治療

第106回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第100回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成27年
12月4日、福岡

森山直美　北英士, 石
田哲也　

第51回　日本赤十字
社医学会総会　平成
27年10月17日、北
見
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シンポジウム・ワークショップでの実績

年 演者、著者 題目 備考

2003 石田　哲也 当科における炎症性腸疾患患者の血清セレン値の検討

石田　哲也 当科における潰瘍性大腸炎患者に対する注腸療法の現況

2008

2011 小腸出血に対する当科の成績と診断手順

当科でインフリキシマブを投与した潰瘍性大腸炎患者の短期治療成績

2012

当科における生物学的製剤を使用したクローン病治療の経過

クローン病に対する当科のアダリムマブ投与状況

2013

潰瘍性大腸炎重症例の粘膜治癒と経過

第４回大分IBD mini
conference平成１４
年２月８日、大分

第３回大分腸疾患研
究会
平成１４年１1月1９
日、大分

永松　秀康、福地　
聡士、新関　修、石
田　哲也、　一木　
康則、清家　正隆、
福沢　謙吾，若杉　
健三、穴井　英明、
室　豊吉

早期膵癌診断に向けて　～TS１　膵癌（上皮内癌3例を含む）からの検討
～

第９１回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８５回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
０年６月１３日、福
岡

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお
り

当科における肛門病変術後に抗TNF-α抗体を投与したクローン病患者の経
過

第33回　日本大腸肛
門学会九州地方会、
平成２０年１１月１
５日、宮崎

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお
り

炎症性腸疾患に対するAZA/6-MP調節投与を施行した症例の検討 第９２回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第８６回　日本
消化器内視鏡学会九
州支部例会、平成２
０年１１月２１日、
大分

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田竜一

第91回　日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成23年6月
24日、久留米

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、占部正
喜、成田竜一

第98回　日本消化器
病学会九州支部例
会、平成23年11月
18日、長崎

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田　竜
一、都甲　和美、柳

infliximabを投与したクローン病患者における粘膜治癒からみた予後 第83回 日本消化器
内視鏡学会、平成24
年5月13日、東京

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田　竜
一、都甲　和美、柳
井優香

当科における、腸管手術後に抗当科における、腸管手術後に抗TNF-�TNF-�抗体を投与したクローン病患者の予抗体を投与したクローン病患者の予
後後

第99回　日本消化器
病学会九州支部例
会、平成24年6月29
日、佐賀

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田　竜
一、都甲　和美、柳
井優香

第37回　日本大腸肛
門学会九州地方会、
平成24年9月21日、
福岡

石田　哲也、高橋　
健、永松　秀康、上
尾　哲也、成田　竜
一、都甲　和美、柳
井優香

第100回　日本消化
器病学会九州支部例
会、平成24年11月3
日、鹿児島

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田　竜一、占部　
正喜、都甲　和美、
柳井優香

抗TNF-�抗体が著効するクローン病患者の特徴 第99回　日本消化器
病学会総会、平成25
年3月22日、鹿児��

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田　竜一、占部　
正喜、都甲　和美、
柳井優香

第85回 日本消化器
内視鏡学会総会、平
成25年5月10日、京
都
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2014 大分赤十字病院におけるクローン病に対する栄養療法の現状

当科における潰瘍性大腸炎に関連した大腸癌症例のまとめ

2015 自験例における難治性潰瘍性大腸炎患者の中長期の治療成績

当科における小腸検査の現況

2016

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田　竜一、占部　
正喜、都甲　和美、
柳井優香

潰瘍性大腸炎治療における5-ASAの最適化、最大化の実際 第101回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第95回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成25年
6月21日、北九州

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田　竜一、占部　
正喜、都甲　和美、
柳井優香

クローン病効果減弱症例に対するIFX 10mg/kg増量の成績 第102回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第96回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成25年
11月8日、宮崎

北英士　森山直美　
石田哲也　　

第29回　日本静脈経
腸栄養学会　平成26
年2月27日、横浜

石田　哲也、永松　
秀康、上尾　哲也、
成田　竜一、都甲　
和美、柳井優香、福
田昌英

第103回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第97回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成26年
7月5日、福岡

都甲和美、石田　哲
也、本村充輝、上尾
哲也、成田竜一、柳
井優香、村上和成

自験例におけるインフリキシマブを投与した潰瘍性大腸炎患者の中長期の
治療成績

第104回　日本消化
器病学会九州支部例
会、第98回 日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成26年
12月5日、大分

石田哲也　上尾哲也
　村上和成

第101回　日本消化
器病学会総会、平成
27年4月25日、仙台

和田蔵人、石田哲
也、本村充輝、上尾
哲也、成田竜一、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香

第100回 日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成27年12
月4日、福岡

石田哲也　上尾哲也
　村上和成

TNF-TNF-��抗体を投与したクローン病自験例の長期経過抗体を投与したクローン病自験例の長期経過 第102回　日本消化
器病学会総会、平成
28年4月21日、東京

和田蔵人、石田哲
也、本村充輝、上尾
哲也、成田竜一、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香

第100回 日本消化器
内視鏡学会九州支部
例会、平成27年12
月4日、福岡
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研究会での実績

年 演者、著者 題目 備考

2002

2003 プロパデルム注腸が奏効した難治性潰瘍性大腸炎の１例

クローン病の腸管外合併症（口内炎、関節炎）を合併した症例

2004 石田哲也 当科でのレミケード使用経験

当科におけるレミケード治療の現状

難治性潰瘍性大腸炎患者に対するタクロリムスの投与経験

マウス実験腸炎におけるマクロライドの作用

自然経過にて縮小傾向を示した膵体部腫瘤

膵管ステントを挿入した２症例

当院におけるクローン病治療の現況

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

クローン病の１症例（内科的or 外科的治療） 第４回大分IBD mini
conference平成１４
年２月８日、大分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

ＣＤ１４トランスジェニックマウスを用いた実験腸炎における可溶性
CD14の作用

第３回大分腸疾患研
究会
平成１４年１1月1９
日、大分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

第５回大分IBD mini
conference平成１５
年１０月８日、大分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

ＣＤ１４トランスジェニックマウスを用いた実験腸炎における可溶性
CD14の作用

第４回大分腸疾患研
究会
平成１５年１1月11
日、大分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

第253回　大分消化
器病懇話会、平成１
６年１月１９日、大
分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

三

造影CTが診断に有用であったFitz-Hugh-Curtis症候群の１例 第６９回　大分県肝
臓病研究会、平成１
６年３月１６日、大
分

第１回消化器病サイ
トカイン制御セミ
ナー、平成１６年６
月１７日、大分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健
三

GCAPが有効であった肩関節炎を合併したクローン病の１例 第258回大分消化器
病懇話会、平成１６
年６月２１日、大分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

第１４回久住カン
ファレンス、平成１
７年７月８日、大分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健
三

第６回大分IBD mini
conference平成１６
年１０月１５日、大
分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健

第５回大分腸疾患研
究会、平成１６年１
１月１０日、大分

江藤　寛之、新関　
修、石田　哲也、秦
　順子、神宮　則
彦、若杉　健三

第262回大分消化器
病懇話会、平成１６
年１０月１８日、大
分

江藤　寛之、新関　
修、石田　哲也、秦
　順子、神宮　則
彦、若杉　健三

第263回大分消化器
病懇話会、平成１６
年１１月１５日、大
分

石田　哲也、江藤　
寛之、秦　順子、神
宮　則彦、若杉　健
三

第２回クローン病抗
TNFα療法研究会、
平成１７年３月１９
日、福岡

秦　順子、石田　哲
也、新関　修、江藤
　寛之、、神宮　則
彦、

抗生剤のリザーバー動脈注射療法と胆嚢摘出が有効であった多発性肝膿瘍
の１例

第７１回　大分県肝
臓病研究会、平成１
７年３月１５日、大
分
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2006 石田　哲也 ミゾリビンを投与した８例の炎症性腸疾患症例の経験

2009

2011 石田哲也

石田哲也

石田哲也 当科における潰瘍性大腸炎に対するプログラフの効果

石田哲也 当院におけるアサコール使用経験

石田哲也

2012 石田哲也（座長） 一般演題

石田哲也（座長）

石田哲也

石田哲也（座長） 一般演題

石田哲也 タクロリムスが有効であった潰瘍性大腸炎の１例

治療に難渋したクローン病症例

石田哲也

石田哲也

2013 石田哲也 クローン病での効果不十分・効果減弱例にどう対応するか？

ミゾリビンフォーラ
ム。
平成１８年７月１２
日、福岡

石田　哲也、一木　
康則、新関　修、永
松　秀康、杉　さお
り、

インフリキシマブ投与とアザチオプリン調節投与により緩解導入できたク
ローン病の1例

第７回九州管疾患治
療研究会、平成21年
8月29日、福岡

潰瘍性大腸炎に対するペンタサ錠4gの評価 ペンタサ錠　発売15
周年記念講演会 in 
九州、平成23年1月
15日、福岡

Crohn病に対するインフリキシマブによるtop-down療法の当科の成績 第9回九州消化管疾
患治療研究会　平成
23年8月27日、福岡

第2回南九州プログ
ラフUC講演会、平
成23年9月3日、福
岡
アサコール錠400mg
発売1周年記念講演
会、平成23年9月27
日、大分

LCAPとプログラフの相乗効果 セルソーバーE 発売
10周年記念講演会、
平成23年12月17
日、福岡

第12回　大分腸疾患
研究会　平成24年1
月18日、大分

5-ASA製剤を使用したIBD治療 大分IBD病診連携セ
ミナー、平成24年5
月23日、大分

UC治療におけるプログラフ投与の工夫 第3回南九州プログ
ラフUC講演会、平
成24年5月26日、福
岡

第3回南九州プログ
ラフUC講演会、平
成24年5月26日、福
岡

大分UC講演会、平
成24年8月7日、大
分

石田哲也（コメン
テーター）

第10回九州消化管疾
患治療研究会　平成
24年8月25日、福岡

アドヒアランスがUC治療の鍵を握る 第2回杏林IBD 
symposium in 
Kyusyu 平成24年10
月27日、福岡

長期の寛解維持を目指して -服薬遵守の重要性- 第1回大分IBD研究
会、平成24年11月8
日、大分

Infliximab 10周
年、The past 
decade,Next decade 
平成25年1月12日、
福岡
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Progressing or place-holding in IBD? Treating beyond symptoms

石田哲也

石田哲也（司会）

石田哲也

石田哲也 アサコールを使用した潰瘍性大腸炎の治療経験

石田哲也 当科におけるアダリムマブの投与経験

石田哲也

石田哲也（座長） 一般講演

2014 興味ある小腸疾患

潰瘍性大腸炎の治療中に発症した発熱　皮疹

石田哲也

低容量アスピリンによる消化管出血のリスク

石田哲也（ディス
カッサー）

Leading changes in
IBD,18-19 January
2013, Madrid

5-ASAを使いこなす　－軽症から中等症の潰瘍性大腸炎の治療- 大分IBDを考える
会、平成25年3月14
日、大分

石田哲也（パネリス
ト）

Crohn's disease mangement forum in Fukuoka Humira Crohn's 
disease mangement 
forum in Fukuoka平
成25年4月13日、福
岡

一般演題　その1 第40回　IBD club 
Jr. 平成25年6月15
日、東京

前治療効果減弱症例に対してプログラフが有効であった1例 第4回南九州プログ
ラフUC講演会、平
成25年7月6日、福
岡
アサコール錠400mg
発売3周年記念講演
会、平成25年7月10
日、大分

石田　哲也、佛坂　
正幸（司会）

一般演題 I 第11回　IBD club 
Jr. Kyushu 平成25年
8月3日、福岡

石田哲也（ディス
カッサー）

Japan round tabel discussion on IBD JRT 2013 平成25年
8月24日、東京

ヒュミラ適応拡大記
念講演会、平成25年
10月25日、大分

抗TNF-�抗体投与中のクローン病患者に発症した　de novo B型肝炎と考え
れらた1例

関西Bio Safety 
Forum -第2回肝疾患
合併症：B型肝炎に
ついて学ぼう- 平成
25年10月26日、大
阪

第3回大分IBD研究
会、平成25年11月
13日、大分

石田哲也（コメン
テーター）

UCに関するHumiraのBest useについて 九州HUMIRA UC 
expert meeting　平
成25年12月7日、福
岡

石田哲也　白水章夫
（司会）

大分消化器病懇話会
　平成26年4月21
日、大分

石田哲也　永松　秀
康、上尾　哲也、成
田竜一、都甲　和
美、柳井優香、福田
昌英、村上和成

第4回大分IBD研究
会、平成26年5月20
日、大分

国内実臨床におけるHUMIRAの使用経験 Humira IBD Forum 
平成26年6月14日、
福岡

石田哲也　永松　秀
康、上尾　哲也、成
田竜一、都甲　和
美、柳井優香、福田

第2回ランナーズ
ミーティング　平成
26年7月29日、大分
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石田哲也（座長） 一般演題　

潰瘍性大腸炎自験例の治療成績

自験例におけるタクロリムス投与潰瘍性大腸炎患者の長期経過

石田哲也（座長）

2015 当院におけるアサコール錠の使用経験

石田哲也（座長）

石田哲也（講演）

石田哲也（講演）

2016

UC speaker exchange meeting

石田　哲也、芳川一
郎（司会）

一般演題　I 第12回　IBD club 
Jr. Ｋｙｕｓｈｕ　
平成26年8月9日、
福岡

Humira IBD Forum 
in OITA 平成26年8
月9日、大分

石田哲也,永松　秀
康、上尾　哲也、成
田竜一、都甲　和
美、柳井優香、福田
昌英

第12回九州消化管疾
患治療研究会　平成
26年8月30日、福岡

石田哲也,永松　秀
康、上尾　哲也、成
田竜一、都甲　和
美、柳井優香、福田
昌英

UCにおける生物学的製剤の使用経験 九州 Humira UC 
expert meeting 平成
26年8月30日、福岡

石田哲也（ディス
カッサー）

Japan round tabel discussion on IBD JRT 2014 平成25年
9月13日、東京

石田哲也 本村充輝、
上尾哲也、成田竜
一、都甲和美、柳井
優香、福田昌英、村
上和成

第5回南九州プログ
ラフUC講演会、平
成26年10月4日、福
岡

infliximabを安全・確実・快適に投与するために看護師の果たす役割　 大分IBDナースセミ
ナー 平成26年11月5
日、大分

石田哲也 本村充輝、
上尾哲也、成田竜
一、都甲和美、柳井
優香、福田昌英、村
上和成

IBDにおける生物学的製剤の使用経験 IBD エキスパート
フォーラム 2014 福
岡 平成26年11月15
日、福岡

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、和田蔵人、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香、村上

炎症性腸疾患学術講
演会　平成27年4月
9日、大分

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、和田蔵人、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香、

IFXの治療中に薬剤性間質性腎炎を発症したクローン病の1例 第5回大分IBD研究
会、平成27年5月27
日、大分

IBD治療におけるナースの役割 第2回大分IBDナー
スセミナー 平成27
年9月2日、大分

最新のIBD治療 ヒュミラ薬剤セミ
ナー 平成27年9月8
日、大分

石田哲也（ディス
カッサー）

Japan round tabel discussion on IBD 2015 JRT 2015 平成27年
9月26日、東京

treatment strategy for ulcerative colitis:どの薬剤を選択するか infliximab UC効能追
加5周年記念特別講
演　平成27年11月
21日、福岡

石田哲也（ファシリ
テーター）

症例検討1 UCエキスパート
フォーラム2016福
岡 平成28年2月6
日、福岡

石田哲也（ディス
カッサー）

UC speaker 
exchange meeting 
平成28年2月19
日、Seoul
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石田哲也（司会） 炎症性腸疾患における内科と外科の役割

石田哲也（講演）

石田哲也（座長）

石田哲也（講演）

石田哲也（座長） 炎症性腸疾患の病態と治療

石田哲也（講演）

第380回大分消化器
病懇話会 平成28年3
月14日、大分

本田秀穂、石田哲
也、本村充輝、上尾
哲也、成田竜一、和
田蔵人、井上翔太
郎、柳井優香、村上

アクテムラが著効したクローン病の1例 第380回大分消化器
病懇話会 平成28年3
月14日、大分

石田哲也、本村充
輝、上尾哲也、成田
竜一、和田蔵人、本
田秀穂、井上翔太
郎、柳井優香、

IFXの治療中に薬剤性間質性腎炎を発症したクローン病の1例 第5回大分IBD研究
会、平成27年5月27
日、大分

石田哲也（ファシリ
テーター）

IBDに対する診療アプローチ 第7回IBD若鷹の会
　平成28年7月2
日、福岡

抗TNF-�療法施行中のクローン病患者に発症したと思われるde novo B型肝
炎と思われる1症例

第14回九州消化管治
療研究会　平成28年
8月27日、福岡

IBD治療におけるナースの役割 第2回大分IBDナー
スセミナー 平成27
年9月2日、大分

最新のIBD治療 ヒュミラ薬剤セミ
ナー 平成27年9月8
日、大分

石田哲也（ディス
カッサー）

Japan round tabel discussion on IBD 2015 JRT 2016 平成28年
9月3日、東京

第3回大分IBDナー
スセミナー 平成28
年9月13日、大分

石田哲也（ディス
カッサー）

Japan round tabel discussion on IBD 2015 JRT 2015 平成27年
9月26日、東京

treatment strategy for ulcerative colitis:どの薬剤を選択するか infliximab UC効能追
加5周年記念特別講
演　平成27年11月
21日、福岡
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原著としての実績

年 演者、著者 題目 備考

2003 当科における炎症性腸疾患患者の血清セレン値の検討

2013

石田哲也

2014

石田　哲也、高橋　
祐幸、清家　正隆、
吉松　博信

The Japanese society
of digestion and
absorption. Vol.26
No.1 別冊

Tetsuya Ueo.,
Hirotoshi
Yonemasu., Naomi
Yada., Shinji Yano,
Tetsuya Ishida,
Masaki Urabe, Ken
Takahashi, Hideyasu
Nagamatsu, Ryoichi
Narita,  Kenshi Yao,
Tsutomu Daa,
Shigeo Yokoyama

White opaque substance represents an intracytoplasmic accumulation
of lipid droplets: Immunohistochemical and immunoelectron
microscopic investigation of 26 cases.

Digestive
Endoscopy
2013;25:147-155

Tetsuya Ishida,
Hideyasu
Nagamastu, Tetsuya
Ueo,Ryoichi Narita,
Ken Takahahsi,
Masaki Urabe, Yuka
Yanai, Kazumi Togo

Suspceted de novo hepatisis B in a patient receving anti-tumor
necrosis factor alpha therapy for the treatment of Crohn’s disease

Case Rep
Gastroenterol 8:44-
50:2014

永松秀康、成田竜
一、丸田紘史、高橋
　健、上尾哲也、石
田哲也、福澤謙吾、
若杉健三、米増博俊

関節リウマチに起因する続発性アミロイドーシスが原因と考えられた胆道
出血の1例、

Gastroenterological 
Endoscopy　
55:12:3776-
3781:2013

Infliximabが著効するクローン病の特徴、 消化器内科　
57:5:562-567:2013

Yoko Yokoyama,
Katsuyoshi
Matsuoka, Taku
Kobayashi, Koji
Sawada, Tateshi
Fujiyoshi, Tadafumi
Ando, Yoshifumi
Ohnishi, Tetsuya
Ishida, et al.

A large-scale, prospective, observational study of leukocyteapheresis
for ulcerative colitis: Treatment outcomes of 847 patients in clinical
practice

J Crohns Colitis
2014;8:981-991

Tetsuya Ishida,
Hideyasu
Nagamastu, Tetsuya
Ueo,Ryoichi Narita,
Ken Takahahsi,
Masaki Urabe, Yuka
Yanai, Kazumi Togo

Suspceted de novo hepatisis B in a patient receving anti-tumor
necrosis factor alpha therapy for the treatment of Crohn’s disease

Case Rep
Gastroenterol 8:44-
50:2014
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講演、その他の実績

年 演者、著者 題目 備考

2009 石田哲也（講演） レミケードの限界、外科への橋渡し

タクロリムスを投与した難治性潰瘍性大腸炎の３例

プログラフを投与した難治性潰瘍性大腸炎の３例

2011 回腸膀胱ろうと終末回腸狭窄を呈した高齢女性の１例

石田哲也（司会） 潰瘍性大腸炎はなぜ増えているのか？

石田哲也 炎症性腸疾患に対する診療アプローチ

石田哲也 炎症性腸疾患の最新の治療

石田哲也 炎症性腸疾患と妊娠

石田哲也 炎症性腸疾患の最新治療

石田哲也 大分赤十字病院でのアサコール使用経験

石田哲也 小腸疾患の内視鏡診断と治療

石田哲也 小腸疾患の診断と治療

石田哲也 レミケードの使用経験

石田哲也 炎症性腸疾患の最近の話題

レミケード発売７周
年講演会、平成21年
10月31日、福岡

プログラフ学術講演
会、平成22年1月14
日、福岡

プログラフUC講演
会、平成22年3月6
日、福岡

石田哲也（コメン
テーター）

第37回IBD club Jr.
研究会、平成23年
12月10日、東京

杏林IBD Symposium 
in Kyusyu、平成23
年10月1日、福岡

石田哲也、二見喜太
郎（司会）

一般演題II 第9回IBD Club Jr in 
Kyusyu 平成23年7
月30日、福岡

石田哲也、衣笠哲史
（司会）

専修医　大腸2 第98回　日本消化器
病学会九州支部例
会、第92回　日本消
化器内視鏡学会九州
支部例会、平成23年
11月18日、長崎

第2回IBD若鷹の
会、平成23年2月5
日、福岡市

宇佐IBDセミナー、
平成23年1月13日、
宇佐

長崎IBD治療研究
会、平成23年1月19
日、長崎

平成23年度炎症性腸
疾患相談会、平成23
年2月23日、由布

協和発酵キリン社内
講演会、平成23年4
月6日、大分

豊西症例検討会、平
成23年4月13日、豊
後大野

玖珠郡医師会学術講
演会、平成23年8月
10日、玖珠

田辺三菱製薬株式会
社　九州支店　社内
勉強会、平成23年6
月3日、福岡

炎症性腸疾患医療相
談会、平成23年10
月27日、玖珠
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2012 石田哲也 レミケードによる炎症性腸疾患の治療

石田哲也 インフリキシマブによる炎症性腸疾患の治療

石田哲也

石田哲也 炎症性腸疾患における治療戦略

石田哲也（座長）

石田哲也 リコモジュリン投与に関する最近の考え方

石田哲也

石田哲也 炎症性腸疾患の最新の診断と治療

石田哲也

石田哲也 炎症性腸疾患の最新治療

石田哲也 炎症性腸疾患におけるエレンタールの役割

石田哲也 炎症性腸疾患の最近の話題

石田哲也 ステロイド依存性・抵抗性潰瘍性大腸炎患者に対する治療戦略

炎症性腸疾患に対する診療アプローチ

クローン病の栄養療法検討会

Japan round table discussion on IBD (JRT) 2012

高知Biologics 
Seminor on IBD 平
成24年1月13日、高
知

県央IBD治療ミー
ティング、平成24年
2月22日、諫早

IBD����� 佐伯IBDセミナー、
平成24年3月7日、
佐伯

玉名郡市医師会学術
講演会、平成24年3
月21日、玉名

PEG適応と予後、その問題点 第１回「学んで実践
する臨床と栄養」講
演会、平成24年7月
13日、大分

旭化成ファーマ社内
講演会、平成24年7
月18日、大分

潰瘍性大腸炎に対するレミケードのbest use 中讃・西讃地区IBD
せミナー、平成24年
8月30日、観音寺

協和発酵キリン社内
講演会、平成24年9
月25日、大分

潰瘍性大腸炎に対するIFXのbest use -自験例を通じて- 中津IBDせミナー、
平成24年10月16
日、中津

中部保険所　炎症性
腸疾患相談会、平成
24年11月7日、玖珠

味の素製薬社内講演
会、平成24年11月7
日、大分

南部保険所　炎症性
腸疾患相談会、平成
24年11月13日、佐
伯

第2回久留米IBDセ
ミナー　平成24年
12月18日、久留米

石田哲也（コメン
テーター）

第3回IBD若鷹の
会、平成24年2月25
日、福岡市

石田哲也（ディス
カッサー）

平成24年6月30日、
佐賀

石田哲也（ディス
カッサー）

潰瘍性大腸炎に対する最適なBiologics製剤の使用法 平成24年7月13日、
福岡

石田哲也（コメン
テーター）

ibd ahead ibd ahead、平成24
年8月26日、福岡

石田哲也（コメン
テーター）

JRT 2012、平成24
年9月22日、東京
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2013 石田哲也

石田哲也 アサコールを使用した潰瘍性大腸炎の治療

石田哲也 新しい腸管洗浄液の有用性

石田哲也

石田哲也

石田哲也 炎症性腸疾患の最近の治療

石田哲也 ここまで見えるようになった小腸疾患

石田哲也 抗凝固剤使用時の薬剤選択基準

石田哲也 炎症性腸疾患の最新の診断と治療

2014 石田哲也 エレンタールの効果的な使用方法

石田哲也 クローン病に対するインフリキシマブ増量の自経例での検討

石田哲也

石田哲也 クローン病におけるインフリキシマブ増量の使用経験

石田哲也

石田哲也

石田哲也

石田哲也 潰瘍性大腸炎における最新薬物治療

石田哲也、松本主
之、松井敏幸、伊藤
裕章、櫻井俊弘、野

潰瘍性大腸炎に対する最適なBiologics製剤の使用法を考える 日経CME　2012年9
月号

潰瘍性大腸炎に対するレミケードのbest use　～自経例を通じて～ 佐伯IBDセミナー、
平成25年2月6日、
佐伯

大分県北IBDせミ
ナー、平成25年3月
27日、中津

味の素製薬社内講演
会、平成25年4月16
日、大分

ERCPに関する最新の話題 鳥居薬品社内講演
会、平成25年5月16
日、大分

IBDに対するヒュミラの最新情報 佐伯地区IBD講演
会、平成25年6月26
日、佐伯

中部保険所　炎症性
腸疾患相談会、平成
25年7月4日、由布

第70回　おおいた炎
の会　平成25年8月
20日、大分

鳥居薬品社内講演
会、平成25年8月27
日、大分

協和発酵キリン社内
講演会、平成25年
12月4日、大分

味の素製薬社内講演
会、平成26年1月9
日、大分

沖縄IBD治療を考え
る会　平成26年2月
5日、那覇

UC治療を見直す　～5-ASA optimizationの実践～ 筑後エリアUCワー
クショップ　平成26
年3月7日、久留米

佐伯IBDせミナー、
平成26年3月12日、
佐伯

潰瘍性大腸炎治療を見直す　～5-ASA optimizationの実践～ 別府UCワーク
ショップ　平成26年
3月27日、別府

UCにおけるアダリムマブ使用経験 UC expett meeting 
in NAGASAKI 平成
27年6月21日、長崎

新しい5-ASA製剤の臨床経験について 別府IBDを考える会
　平成26年9月3
日、別府

第4回宇佐・中津
IBDせミナー、平成
26年9月11日、中津
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石田哲也 炎症性腸疾患の最近の話題

2015 石田哲也 潰瘍性大腸炎における最新薬物治療

石田哲也 潰瘍性大腸炎患者に対する最新の薬物療法

石田哲也 ヒュミラの最新の話題

石田哲也

石田哲也

石田哲也 消化器疾患診断治療の最近の話題

石田哲也 潰瘍性大腸炎の治療戦略

石田哲也 最新の潰瘍性大腸炎治療

石田哲也 潰瘍性大腸炎の治療戦略

石田哲也

石田哲也

石田哲也 炎症性腸疾患の最近の話題

2016 石田哲也 潰瘍性大腸炎における最新薬物治療

石田哲也

石田哲也

石田哲也 炎症性腸疾患　診断治療の最近の話題

第12回　大分赤十字
病院　炎症性腸疾患
談話会 平成26年3月
12日

佐伯IBDせミナー、
平成27年2月24日、
佐伯

IBD治療懇話会　平
成27年3月20日、唐
津

IBDセミナー　平成
27年6月9日、中津

UC症例に対する最新治療戦略 SIYOミーティン
グ、平成27年7月3
日、松本

IBD診療 -up to date- IBDセミナーin別府
　平成27年7月9
日、別府

第6回大分市プライ
マリーケア研究会　
平成27年8月18日、
大分

第5回宇佐・中津
IBDセミナー　平成
27年7月29日、中津

佐伯地区IBDせミ
ナー、平成27年9月
9日、佐伯

UC治療を考える会
　平成27年9月10
日、小倉

腸疾患の最近の話題　～PPIの安全性を含めて～ 津久見中央病院　病
診連携の会　平成27
年10月30日、津久
見

大分のIBD治療の最前線 �����������������27�11�17�����

第13回　大分赤十字
病院　炎症性腸疾患
談話会 平成27年3月
14日

UC治療を考える
会、平成28年2月3
日、長崎

IBDの病態と治療に関する最近の知見 大分県病院薬剤師会
2月例会　平成28年
2月9日、大分

UC症例に対する最新治療戦略 佐伯IBDセミナー　
平成28年3月2日、
佐伯

大分IBD友の会、平
成27年度定期総会　
平成28年3月6日、
大分
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石田哲也 当院における生物学的製剤治療の効果

石田哲也

石田哲也

石田哲也 消化器疾患診断治療の最近の話題

石田哲也 潰瘍性大腸炎の治療戦略

石田哲也 アダリムマブのベストユースを探る

石田哲也

石田哲也 最新の潰瘍性大腸炎治療

石田哲也 潰瘍性大腸炎の治療戦略

石田哲也

石田哲也

石田哲也

石田哲也

石田哲也 クローン病　診断治療の最新の話題

石田哲也

石田哲也

石田哲也 炎症性腸疾患の最近の話題

IBD expert meeting 
in 宮崎 平成28年3月
26日、宮崎

IBD診療 -up to date- IBDセミナーin別府
　平成27年7月9
日、別府

最新のIBD診療　up to date 中津宇佐IBD勉強会
　平成28年7月28
日、中津

第6回大分市プライ
マリーケア研究会　
UC expett meeting 
in NAGASAKI 平成
27年8月18日、大分

第5回宇佐・中津
IBDセミナー　平成
27年7月29日、中津

IBD expert meeting 
in 南九州 平成28年8
月20日、鹿児島

最新のIBD治療戦略 佐伯IBD勉強会、平
成28年8月26日、佐
伯

佐伯地区IBDせミ
ナー、平成27年9月
9日、佐伯

UC治療を考える会
　平成27年9月10
日、小倉

新しい5-ASA製剤の臨床経験について 速見郡杵築市医師会
学術講演会　平成28
年9月14日、杵築

�����������PPI��������� 津久見中央病院　病
診連携の会　平成27
年10月30日、津久
見

腸管ベーチェット病の1例 HUMIRA別府IBD研
究会、平成28年11
月11日、別府

大分のIBD治療の最前線 岸の浦消化器病カン
ファレンス　平成27
年11月17日、北九
州
ゼリア新薬社内勉強
会　平成28年12月8
日、大分

炎症性腸疾患における新しい5-ASA製剤の臨床経験について 杏林製薬社内勉強
会、平成28年12月9
日、大分

GERDの診断と治療の向上 EAファーマ社内レ
クチャー、平成28年
12月14日、大分

第14回　大分赤十字
病院　炎症性腸疾患
談話会 平成28年3月
15日
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